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乾
隆
三
十
六
年
版

『
綴
白
裏
」
七
編
、
八
型
の
上
梓
と
そ
の
改
訂

根
 
ケ
 
山

徹

［

 
清
代
乾
出
年
間
に
上
梓
さ
れ
た
『
綴
白
装
』
は
、
玩
花
主
人
の
手
に

成
る
多
磨
に
基
づ
き
、
鐘
徳
蒼
が
増
輸
し
た
戯
曲
選
本
で
あ
る
。
今

日
、
一
般
に
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
『
綴
白
袈
』
、
例
え
ば
乾
隆
三

十
九
年
(
一
七
七
四
)
に
完
成
し
た
金
製
寳
仁
堂
梓
行
本
に
は
、
雪
山

腔
の
戯
曲
八
十
六
種
四
百
二
十
六
鶴
、
榔
子
無
調
、
榔
子
忌
弾
腔
、
町

勢
、
西
堺
腔
と
い
っ
た
地
方
劇
や
時
借
小
曲
な
ど
三
十
四
種
七
十
駒
が

輯
録
さ
れ
て
い
る
(
-
)
。
と
こ
ろ
が
、
上
述
の
散
勧
の
歎
が
固
定
さ
れ
、

定
本
と
し
て
行
わ
れ
る
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
几
そ
三
次
に
亙
る
編

輯
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
第
一
次
は
、
乾
隆
二
十
九
年
(
一
七
六
四
)
か
ら
同
三
十
三
年
(
一
七

六
八
)
に
至
る
『
時
興
綴
白
装
』
の
公
刊
で
あ
る
。
乾
隆
二
十
九
年
に

初
ハ
編
、
翌
三
十
年
(
一
七
六
五
)
に
二
郎
…
、
翌
一
二
十
一
年
目
一
七
六
六
)

に
三
編
、
翌
三
十
二
年
(
一
七
六
七
)
に
四
編
、
翌
三
十
三
年
に
五
編

が
上
梓
さ
れ
て
い
る
(
2
)
。

 
第
二
次
は
、
乾
隆
三
十
五
年
(
一
七
七
〇
)
、
三
十
六
年
(
一
七
七
こ

の
爾
年
に
亙
る
既
出
全
掌
編
の
改
訂
、
及
び
三
編
か
ら
八
寸
ま
で
の
新

た
な
公
刊
で
あ
る
。
先
ず
、
第
一
.
 
段
階
と
し
て
、
乾
隆
三
十
五
年
、
第

一
次
の
編
輯
で
公
に
さ
れ
た
初
編
か
ら
五
編
ま
で
が
全
面
的
に
改
訂
さ

れ
た
上
に
『
校
訂
時
様
毘
腔
綴
白
物
』
な
る
名
構
に
改
め
ら
れ
、
加
え

て
『
新
訂
時
興
文
武
藻
魚
綴
白
装
六
編
』
も
公
刊
さ
れ
る
。
青
い
て
第

二
段
階
と
し
て
、
翌
三
十
六
年
に
『
補
訂
時
調
箆
腔
綴
白
装
七
編
』
、

及
び
『
再
訂
文
武
合
班
綴
白
虹
八
編
』
が
公
刊
さ
れ
る
(
3
)
。
六
、
八

の
雨
編
に
は
、
箆
山
腔
と
共
に
第
一
次
編
輯
の
全
五
編
に
輯
録
さ
れ
て

い
た
も
の
を
含
む
榔
子
腔
と
汎
構
さ
れ
る
一
連
の
地
方
劇
、
高
慢
、
西

土
腔
の
散
餉
…
が
輯
録
さ
れ
て
い
る
。

 
第
三
次
は
、
乾
隆
三
十
七
年
(
一
七
七
二
)
か
ら
同
三
十
九
年
に
至
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る
既
出
の
七
編
、
八
編
の
再
度
の
改
編
と
、
九
編
か
ら
十
二
編
ま
で
の

新
た
な
上
梓
で
あ
る
。
先
ず
、
乾
隆
三
十
七
年
に
は
九
編
、
十
編
が
編

輯
さ
れ
、
翌
三
十
八
年
(
一
七
七
三
)
、
第
二
次
の
編
輯
で
公
刊
さ
れ
た

帰
塁
、
八
編
が
『
重
訂
箆
腔
綴
白
袈
前
編
』
、
及
び
『
重
訂
毘
腔
綴
白

装
骨
盤
』
に
再
編
さ
れ
、
箆
山
腔
の
專
集
に
改
め
ら
れ
る
。
翌
三
十
九

年
に
は
蕾
八
十
の
榔
子
腔
と
汎
構
さ
れ
る
地
方
劇
、
高
菜
の
散
勧
を
包

潔
し
た
『
綴
白
黒
榔
子
腔
十
一
集
外
編
』
、
当
山
腔
の
み
か
ら
成
る

『
綴
白
袈
時
尚
山
昆
腔
補
編
十
二
集
』
が
公
刊
さ
れ
る
(
4
)
。
以
後
、
『
綴

白
装
』
は
、
若
干
の
補
訂
は
加
え
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
第
三
次

編
輯
の
形
を
保
ち
な
が
ら
版
が
重
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
以
上
に
略
述
し
た
『
壮
士
裏
』
定
本
成
立
の
過
程
に
お
い
て
、
原
型

を
と
ど
め
ぬ
ほ
ど
の
大
規
模
な
改
訂
が
施
さ
れ
た
の
は
、
第
一
次
編
輯

の
下
五
編
と
、
第
二
次
編
輯
の
七
編
、
八
編
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
第
二
次
、
第
三
次
編
輯
に
お
け
る
篇
幅
の
増
大
化
に
黒
い
、
公

刊
後
、
僅
か
な
年
月
で
完
全
に
元
の
姿
を
消
す
と
い
う
激
動
の
命
運
を

辿
っ
て
お
り
、
『
綴
白
裏
』
成
書
が
煤
莱
ｽ
に
複
雑
な
経
路
を
経
た
も
の

で
あ
る
か
を
煤
李
奄
ﾉ
物
語
っ
て
い
る
。

 
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
綴
白
袋
』
成
書
の
過
程
、
と
り
わ
け
過
渡
的

な
段
階
で
あ
る
第
二
次
編
輯
に
お
け
る
『
補
訂
時
調
毘
腔
綴
白
袋
七

編
』
『
再
訂
文
武
合
班
綴
白
装
八
編
』
の
公
刊
の
経
緯
と
内
容
、
及
び

こ
の
二
編
が
第
三
次
編
輯
に
お
い
て
再
度
の
改
訂
を
施
さ
れ
る
に
至
っ

た
要
因
に
つ
い
て
、
當
時
の
演
劇
界
の
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
明
ら
か

 
 
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
嚢
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
(
根
ヶ
山
)

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

 
第
二
次
編
輯
の
髄
裁
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
(
5
)
。
初
編
の
封
面
は

早
く
が
、
二
編
以
降
に
は
「
再
興
雅
調
 
○
○
○
○
/
綴
白
袋
新
誌
/

○
編
 
齢
笛
音
仁
堂
」
と
あ
り
、
二
編
か
ら
六
編
ま
で
の
上
欄
に
は
「
乾

隆
三
十
五
年
春
鏑
」
、
七
編
、
八
苦
の
上
欄
に
は
「
乾
隆
三
十
六
年
新

鏑
」
と
あ
る
。
ま
た
、
初
編
冒
頭
の
程
大
衡
「
新
母
屋
白
装
合
集
序
」

は
「
乾
集
中
寅
(
三
十
五
年
・
一
七
七
〇
)
季
春
上
涜
」
な
る
刊
記
を
有

 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

す
る
も
の
の
、
「
皐
月
〔
花
〕
主
人
 
向
に
『
綴
白
嚢
』
を
集
め
、
鐘

子
徳
蒼
、
捜
詳
し
復
た
増
金
し
、
 
一
に
し
て
二
、
二
に
し
て
三
、
今
は

 
 
 
 
 
 
へ

則
ち
廣
ま
り
て
八
と
採
る
(
6
)
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
程
大
衡
の
序
文

に
績
け
て
初
編
か
ら
八
編
ま
で
の
総
目
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
身
編
が
一
套
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
、
興
隆
三
十
六
年
に
上
梓
さ
れ
た
掌
編
、
八
編
に
お
け
る
散

酌
の
輯
録
状
況
と
、
第
一
次
、
第
三
次
編
輯
本
と
の
散
財
の
襲
用
關
係

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
第
一
次
編
輯
の
五
編
に
つ
い
て
は

内
容
未
詳
の
た
め
除
外
し
た
。

 
先
ず
、
『
補
訂
時
調
箆
雪
面
白
装
七
編
』
の
内
容
は
以
下
の
ご
と
く

で
あ
る
。
(
冒
頭
の
「
開
場
」
「
副
末
」
は
除
き
、
散
音
名
は
本
文
に
從
う
。

ま
た
、
第
丁
次
、
第
三
次
編
輯
本
に
つ
い
て
は
輯
録
豊
平
の
み
を
掲
げ
、
×
は

未
輯
録
を
表
わ
す
。
以
下
同
檬
)

二
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第
一
次

『
補
訂
時
調
煮
端

第
三
次

編
 
輯

綴
白
幡
七
回
』

編
 
輯

圏

×

『
荊
銀
記
』
 
「
別
任
」

八
編
・
五
集

二
野
・
花
集

「
前
折
」

八
編
・
五
集

二
編
・
花
集

「
女
祭
」

八
丁
・
五
集

二
編
・
花
集

「
開
眼
」

八
編
・
五
集

二
編
・
花
集

「
上
路
」

八
編
・
五
集

初
編
・
春
集

『
三
國
志
』
 
「
訓
子
」

遺
編
・
凝
集

初
編
・
春
集

『
郁
刀
蘭
ｲ
』
 
「
打
番
兄
」

×

二
編
・
坐
集

『
琵
琶
記
』
 
「
部
下
別
書
」

七
編
・
民
集

二
編
・
凝
集

『
躍
鯉
記
』
 
「
北
下
林
」

×

初
編
・
春
集

『
玉
讐
記
』
 
「
楡
詩
」

×

初
編
・
春
集

「
姑
阻
」

鮭
罐
・
豊
集

初
編
・
春
集

「
失
約
」

八
編
・
豊
集

×

『
讐
珠
記
』
 
「
二
丁
」

七
編
・
阜
集

二
道
・
灘
南

「
大
中
軍
」

×

園

初
編
・
白
熱

『
西
廟
記
』
 
「
遊
殿
」

七
編
・
郵
貯

×

「
乱
丁
」

七
編
・
物
集

初
編
・
白
集

『
尋
親
仁
』
 
「
出
罪
」

八
七
・
豊
集

初
編
・
白
集

「
府
場
」

八
編
・
豊
集

×

「
刺
血
」

八
編
・
豊
集

二
編
・
酵
集

『
天
下
樂
』
 
「
鍾
埴
嫁
妹
」

×

×

『
雷
峰
塔
』
 
「
水
漫
」

七
言
・
安
集

 
 
×

二
郎
・
坐
集

初
編
・
白
井

初
編
・
白
集

初
編
・
白
丸

初
編
・
白
丸

 
 
×

二
野
・
月
集

 
 
×

 
 
×

二
編
・
月
集

 
 
×

初
編
・
粗
塗

初
編
・
粗
塗

 
 
×

 
 
×

初
編
・
雪
集

初
編
・
雪
集

 
 
×

初
編
・
白
集

初
編
・
白
集

 
 
×

 
 
×

初
編
・
白
埴

 
 
 
 
 
「
断
橋
」

 
マ
マ『

絞
〔
鮫
〕
納
記
』
 
「
草
地
草
面
」

『
窯
人
並
』
 
「
打
碑
」

 
 
 
 
 
「
酒
模
」

 
 
 
 
 
「
計
嫌
」

 
 
 
 
 
「
拝
師
」

園『長
生
殿
』

『
寳
剣
記
』

『
紅
梨
記
』

『
繍
儒
記
』

『
金
鎖
記
』

『
白
免
記
』

『
義
侠
記
』

『
麟
麟
閣
』

團『鐵
冠
圖
』

『
燕
子
箋
』

「
聞
鈴
」

「
夜
奔
」

「
花
婆
」

「
扶
頭
」

「
責
興
」

「
私
祭
」

「
馬
子
」

「
出
猟
」

「
捉
好
」

「
服
毒
」

「
顯
魂
」

「
殺
艘
」

「
反
牢
」

「
激
秦
」

「
三
描
」

「
探
菅
」

「
夜
樂
」

「
狗
洞
」

三

七
編
・
安
三

八
編
・
豊
三

八
編
・
穀
集

八
編
・
穀
集

八
編
・
穀
集

八
編
・
穀
七

七
編
・
物
集

 
 
×

 
 
×

当
布
・
豊
丘

七
編
・
安
三

八
編
・
穀
断

豊
島
・
登
集

 
 
×

八
編
・
登
集

八
編
・
登
集

 
 
×

 
 
×

七
編
・
民
集

七
編
・
民
意

七
編
・
民
集

七
編
・
阜
集

七
編
・
阜
集

 
 
×
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×

『
吉
弓
馬
』
 
「
祉
本
」

養
蚕
・
民
集

二
編
・
月
集

「
雑
 
餉
」
 
「
拾
金
」

×

×

『
盤
陀
山
』
 
「
拝
香
」

七
編
・
物
集

初
編
・
難
訓

『
陸
海
記
』
 
「
下
山
」

七
編
・
阜
集

初
編
・
鍵
層

『
一
十
雪
』
 
「
換
盤
」

七
編
・
阜
集

初
編
・
藤
里

「
代
鐵
」

七
編
・
阜
集

×

「
杯
圓
」

七
編
・
阜
集

 
山
昆
山
腔
二
十
七
種
五
十
一
勧
、
雑
勧
一
種
一
勧
の
う
ち
、
箆
山
腔
二

十
種
三
十
三
駒
、
雑
餉
二
種
一
階
が
第
一
次
編
輯
の
初
編
、
二
編
か
ら

織
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
三
次
編
輯
の
段
階
で
毘
山
腔
九
種
十

駒
、
雑
勧
一
種
一
蘭
が
刷
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
毘
山
畑
十
五
種
十

八
勧
は
第
二
次
編
輯
に
お
い
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

『
紅
梨
記
』
「
花
婆
」
以
外
は
、
全
て
第
三
次
編
輯
の
七
編
、
八
編
に

も
編
入
さ
れ
て
い
る
。

 
次
に
、
『
再
訂
文
武
合
班
綴
白
軍
八
編
』
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

第
一
次
編
 
輯

『
再
訂
文
武
合
班
綴
白
装
毛
編
』

第
三
次
編
輯

 
 
×
二
編
・
花
集

園
『
琵
琶
記
』
 
「
諌
父
」
『
安
六
二
』
 
「
北
饒
」

七
編
・
専
掌
八
三
・
豊
集

初
編
・
雪
集

 
 
×

 
 
×

 
 
×

 
 
×

初
編
・
細
辛

二
百
・
月
集

 
 
×

初
編
・
雪
集

初
編
・
雪
国

初
編
・
雲
集

二
編
・
酔
集

 
 
×

 
 
×

二
編
・
坐
集

二
編
・
坐
集

 
 
×

二
編
・
酔
集

 
 
×

初
編
・
陽
集

初
編
・
陽
集

 
 
×

初
編
・
春
集

二
編
・
月
集

「
榔
子
腔
」

『
荊
銀
記
』

『
慈
悲
願
』

「
榔
子
腔
」

『
千
金
記
』

團『金
雀
記
』

「
榔
子
腔
」

『
漁
家
樂
』

「
高
 
腔
」

『
翠
屏
山
』

「
榔
子
腔
」

『
満
床
笏
』

圏『八
義
記
』

「
絆
姑
兄
」

「
看
燈
」

「
岡
燈
」

「
捻
甥
」

「
膳
混
」

「
男
祭
」

「
撤
子
」

「
一
肩
鉦
」

「
追
信
」

「
別
訴
」

「
十
面
」

「
喬
酷
」

「
磨
房
」

「
三
三
」

「
倣
親
」

「
賞
端
陽
」

「
借
靴
」

「
酒
模
」

「
殺
山
」

「
殺
貨
郎
」

「
打
店
」

「
卸
甲
」

「
二
二
」

「
二
二
」

 
 
 
×

十
一
集
外
編
・
方
集

十
一
集
外
編
・
方
集

十
一
集
外
編
・
選
集

十
一
集
外
編
・
方
集

八
編
・
五
集

 
 
 
×

十
一
集
外
編
・
慶
集

 
 
 
×

八
編
・
下
下

 
 
 
×

七
編
・
安
里

十
一
集
外
編
・
慶
集

十
一
集
外
編
・
慶
集

 
 
 
×

 
 
 
×

十
一
集
外
編
・
同
寸

八
編
・
豊
集

八
編
・
豊
集

十
一
集
外
編
・
萬
集

十
一
集
外
編
・
萬
三

七
編
・
安
臥

七
子
・
物
集

七
編
・
物
理

四
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東
方
學
第
九
十
八
輯

×

「
榔
子
腔
」
 
「
請
師
」

十
一
集
外
編
・
方
集

×

「
面
妖
」

十
一
集
外
編
・
方
集

初
編
・
雪
集

『
西
模
記
』
 
「
錯
夢
」

×

二
編
・
花
集

「
挾
試
」

×

二
連
・
花
集

「
贈
馬
」

×

二
編
・
花
集

「
榔
子
腔
」
 
「
宿
学
」

十
一
集
外
編
・
慶
集

×

「
逃
關
」

十
一
集
外
編
・
臥
病

×

「
二
關
」

十
一
集
外
編
・
慶
集

初
編
・
春
集

『
馬
陵
道
』
 
「
詐
癒
」

×

二
編
・
花
集

『
千
鍾
緑
』
 
「
捜
山
」

八
編
・
選
集

二
編
・
花
集

「
打
車
」

雨
曝
・
五
集

園

×

『
鳴
鳳
記
』
 
「
夏
騨
」

八
編
・
登
集

初
編
・
春
集

「
斬
楊
」

掌
編
・
登
集

×

『
快
活
林
』
 
「
闇
店
」

十
一
集
外
編
・
三
六

×

「
奪
林
」

十
一
集
外
編
・
方
集

二
士
・
坐
集

『
玉
夕
嵐
』
 
「
謙
譲
」

×

初
編
・
陽
集

『
牧
羊
記
』
 
「
大
逼
」

七
編
・
安
集

初
編
・
陽
集

「
看
羊
」

七
編
・
安
集

×

「
榔
子
腔
」
 
「
戯
鳳
」

十
一
集
外
編
・
同
集

×

『
娯
舩
嶺
』
.
 
「
上
攻
」

十
一
集
外
編
・
同
集

×

「
正
鵠
」

十
一
集
外
編
・
同
集

×

『
無
冠
話
』
 
「
賓
詔
」

八
編
・
登
集

×

「
誰
圓
」

八
編
・
登
集

毘
山
笠
十
七
種
二
十
九
勧
、
榔
子
腔
と
汎
構
さ
れ
る
地
方
劇
九
種
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五

九
齢
、
高
三
一
種
一
齢
の
う
ち
、
毘
山
冠
十
四
種
二
十
三
勧
、
地
方
劇

二
種
三
駒
は
第
一
次
編
輯
の
初
編
、
二
編
か
ら
早
酪
ｳ
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
毘
山
腔
七
種
十
一
駒
は
第
三
次
編
輯
に
至
っ
て
冊
…
除
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
第
二
次
編
輯
に
お
い
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
毘
山
子
五
種

六
駒
は
第
三
次
編
輯
の
七
編
、
摺
物
に
、
地
方
劇
八
種
十
六
駒
、
高
腔

一
種
一
輌
は
、
全
て
第
三
次
編
輯
の
十
一
集
外
編
に
編
入
さ
れ
て
い

る
(
7
)
。

 
因
に
、
第
三
次
編
輯
の
初
編
か
ら
三
編
ま
で
は
、
第
二
次
編
輯
を
そ

の
ま
ま
襲
用
し
、
七
編
、
八
編
は
上
述
の
よ
う
に
、
第
二
次
編
輯
の
七

編
、
八
編
を
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
九
編
以
降
で
は
、
十

一
集
外
編
に
お
い
て
第
二
次
編
輯
の
八
編
か
ら
の
編
入
が
見
ら
れ
る
他

は
、
全
て
新
た
に
輯
め
ら
れ
た
苗
齢
で
あ
る
。

 
勿
論
、
同
一
の
散
勧
が
第
一
次
か
ら
第
二
次
、
第
三
次
の
編
輯
へ
と

縫
承
さ
れ
た
場
合
、
内
容
に
攣
改
の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

三

 
『
綴
白
袈
』
が
篇
幅
の
増
大
化
の
み
な
ら
ず
、
散
齢
の
増
刷
に
及
ぶ

複
雑
な
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
何
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
は
第

二
次
編
輯
に
お
け
る
七
編
、
怖
怖
の
編
輯
経
緯
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。

 
乾
隆
三
十
六
年
、
朱
緑
建
の
手
に
成
る
『
補
訂
時
調
箆
腔
綴
白
月
七
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編
』
の
序
文
は
、
鏡
徳
器
の
依
囑
に
念
え
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
り
、

上
場
の
曲
を
能
く
輯
録
し
た
も
の
と
し
て
評
領
す
る
と
同
時
に
、
翻
刻

本
が
横
行
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
す
る
。
朱
麗
質
に
つ
い
て

は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ

 
 
鐘
君
 
『
綴
白
装
』
古
集
の
稿
を
出
だ
し
、
予
に
一
言
以
て
諸
を

 
 
首
に
弁
ぜ
ん
こ
と
を
愛
す
。
…
今
 
君
 
毎
歳
 
『
白
装
』
 
一
珊

 
 
を
望
め
、
巳
に
六
編
を
成
す
。
其
の
間
節
奏
の
高
下
、
闘
箏
ノ
の

 
 
緩
急
、
脚
色
の
虚
蝉
、
誠
に
深
く
場
上
の
痛
療
を
得
し
者
有
り
。

 
 
故
に
一
病
の
満
つ
る
毎
に
、
彼
の
梨
園
中
 
奉
じ
て
指
南
と
爲
さ

 
 
ざ
る
は
無
く
、
黒
鳥
輩
の
利
を
切
り
て
翻
刻
す
る
を
怪
し
む
無
き

 
 
な
り
。
濁
り
念
へ
ら
く
、
君
老
い
た
り
、
と
。
精
力
 
日
ぐ
に
衰

 
 
遙
を
平
し
、
安
く
ん
ぞ
勢
神
苦
思
を
用
ひ
て
、
徒
に
賎
丈
夫
の
爲

 
 
に
高
溶
を
作
さ
ん
や
。
余
 
素
よ
り
詞
曲
に
エ
な
ら
ず
。
解
人
に

 
 
非
ざ
る
を
塊
づ
。
繕
本
の
已
に
創
劉
に
付
さ
る
る
を
聞
き
、
柳
か

 
 
 
 
 
し
る

 
 
敷
言
を
顕
し
以
て
君
の
請
に
慮
ぜ
ん
と
す
。
而
も
亦
た
以
て
世
の

 
 
 
 
 
 
 
や
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
が

 
 
濫
忽
せ
し
者
の
悟
ん
じ
て
恥
を
知
ら
ざ
る
を
倦
む
る
な
り
(
8
)
。

 
乾
隆
三
十
六
年
の
『
再
訂
文
武
合
班
綴
白
装
八
編
』
冒
頭
に
は
、
文

意
か
ら
推
し
て
他
な
ら
ぬ
鐘
徳
蒼
そ
の
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
鏡
心
居

士
の
「
求
作
話
裏
序
啓
」
(
版
心
は
「
八
集
尺
順
」
に
作
る
)
が
置
か

れ
る
。
彼
は
消
遣
の
た
め
日
常
の
宴
席
に
お
い
て
採
録
し
た
戯
曲
を

『
綴
白
装
』
と
銘
打
っ
て
公
刊
し
た
と
こ
ろ
、
意
想
外
に
も
利
釜
を
牧

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
篇
幅
が
増
大
す
る
に
つ
れ
、
既
出
の

 
 
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
袋
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
(
根
ヶ
山
)

六
編
ま
で
が
他
人
に
翻
刻
さ
れ
て
償
値
が
減
じ
た
が
た
め
、
糊
口
を
凌

ぎ
得
ぬ
ほ
ど
の
苦
境
に
陥
っ
た
。
か
く
し
て
筐
底
の
妙
録
か
ら
未
編
入

の
散
鮪
を
薄
め
、
七
三
、
橋
脚
の
上
梓
を
企
灯
し
た
、
と
言
う
の
で
あ

る
。 

 
裁
に
褥
暑
に
當
た
り
、
緑
樹
朱
明
、
足
下
は
錦
擁
碧
出
し
て
、
日

 
 
ζ
に
二
三
の
知
己
と
詩
を
賦
し
て
暢
浸
し
、
曾
て
一
た
び
も
我
が

 
 
瀧
早
翌
ﾌ
故
人
を
念
ひ
し
ゃ
を
知
ら
ず
。
僕
 
年
頃
 
生
計
薫
條
と

 
 
し
て
、
窮
愁
 
釜
ヒ
甚
だ
し
。
酒
酎
の
際
、
博
く
町
並
を
采
り
、

 
 
柳
か
以
て
主
辞
を
駆
遣
す
。
偶
ζ
盛
人
に
付
す
に
、
意
は
ざ
り
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
は

 
 
頗
る
時
宜
に
合
ひ
、
稽
ヒ
少
し
く
錨
鉄
を
見
め
、
頼
ひ
に
以
て
口

 
 
を
具
す
る
を
得
ん
と
は
。
今
 
友
人
の
翻
刻
す
る
と
こ
ろ
と
爲
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き

 
 
て
、
播
へ
し
者
稀
に
し
て
値
 
頓
に
減
ず
。
昨
に
嚢
筐
に
於
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ロ
リ

 
 
て
、
復
た
鯨
劇
の
若
干
勧
を
瞼
べ
得
、
難
肋
惜
し
む
薄
く
、
再
び

 
 
あ
っ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
く

 
 
彙
め
て
七
・
八
の
爾
集
を
謬
る
。
二
才
の
互
筆
一
言
に
借
り
以
て

 
 
諸
を
首
に
弁
ぜ
ん
と
欲
す
。
倫
し
珠
磯
を
吝
か
に
せ
ざ
る
を
蒙
ら

 
 
ば
、
以
て
債
百
倍
に
増
す
を
得
、
易
ぞ
直
感
に
勝
へ
ざ
ら
ん
(
9
)
。

 
謹
書
は
こ
れ
に
績
け
て
蕉
鹿
山
人
の
「
答
」
(
里
心
は
同
様
)
を
掲

載
す
る
。
蕉
鹿
山
人
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
鏡
徳
島
の

営
め
に
慮
じ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
彼
に
封
ず
る
褒
僻
、
同

情
、
激
勧
が
?
翌
ﾋ
ら
れ
て
い
る
。

 
 
昨
は
盗
読
に
接
し
、
八
集
の
叙
を
趨
る
を
訂
せ
ら
る
。
足
下
の
輯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
は
 
さ
ば

 
 
め
し
所
の
六
集
は
、
新
た
に
出
だ
せ
る
も
の
に
し
て
巳
だ
裁
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
六
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0

 
 
東
方
學
第
九
十
八
輯

 
 
に
は
非
ず
と
錐
も
、
然
れ
ど
も
捜
羅
去
濡
し
、
冷
熱
を
派
列
し

 
 
て
、
去
た
頗
る
一
翻
の
心
血
を
費
せ
り
。
聞
く
な
ら
く
 
近
ご
ろ

 
 
利
を
締
り
し
小
人
の
翻
刻
す
る
と
こ
ろ
と
点
り
、
蝿
頭
 
頓
に
減

 
 
ず
、
と
。
自
己
の
神
將
を
喝
く
し
、
唇
面
の
饒
腹
に
資
す
る
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
さ

 
 
已
だ
君
が
爲
に
垂
泣
髪
指
す
る
に
勝
へ
ず
。
何
爲
れ
ぞ
載
ぬ
る
に

 
 
七
・
八
集
の
畢
有
る
や
。
此
れ
僕
の
未
だ
解
せ
ざ
る
所
な
り
。
大

 
 
几
 
酒
肉
の
交
、
利
を
見
れ
ば
則
ち
情
理
を
顧
み
る
葺
き
は
、
猶

 
 
ほ
娼
妓
学
童
、
財
画
く
れ
ば
則
ち
疎
ん
じ
て
異
と
す
る
無
き
が
ご

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
く

 
 
と
し
。
六
畜
 
既
に
翻
ら
る
る
に
、
七
・
八
 
何
ぞ
再
び
刻
す
る

 
 
こ
と
の
難
か
ら
ん
や
。
吾
子
 
猶
然
梶
梶
と
し
て
、
甘
ん
じ
て
車

 
 
を
下
り
し
愚
婦
と
作
る
、
何
ぞ
愚
慧
た
る
こ
と
此
の
若
く
な
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら

 
 
や
。
原
稿
 
壁
を
蹄
さ
ん
、
萬
莞
の
吝
を
見
は
す
を
以
て
罪
と
爲

 
 
す
直
れ
(
-
o
)
。

 
以
上
の
ご
と
く
、
葺
替
三
十
六
年
置
時
鮎
に
お
け
る
『
綴
白
裏
』
七

編
、
八
編
は
、
編
者
鐘
徳
蒼
が
口
を
糊
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し

て
編
…
輯
、
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

 
因
に
、
翻
刻
本
に
つ
い
て
贅
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
乾
草
四
十
二
年

(
一
七
七
七
)
、
武
林
鴻
文
堂
(
U
)
の
校
訂
重
鋸
に
係
る
『
綴
白
裏
』
二

編
の
封
面
上
欄
に
は
「
乾
隆
三
十
五
年
夏
鍋
」
、
三
編
か
ら
六
畜
ま
で

の
盤
面
上
欄
に
は
「
乾
隆
三
十
五
年
春
日
」
な
る
刊
記
が
遺
さ
れ
て
お

り
、
ま
さ
し
く
上
掲
の
三
篇
の
文
章
に
言
う
「
蝿
頭
」
を
減
ぜ
し
め
た

「
翻
刻
」
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
七

 
一
方
、
第
三
次
編
輯
に
お
い
て
は
、
煤
莱
ｽ
な
る
態
度
で
臨
ん
で
い
る

の
か
。
『
重
訂
毘
急
劇
白
装
七
編
』
に
附
さ
れ
る
乾
隆
三
十
九
年
の
周

家
瑠
の
手
に
成
る
序
文
に
は
、
先
行
の
七
番
が
再
び
翻
刻
さ
れ
る
こ
と

を
憂
慮
し
、
改
訂
を
施
し
て
新
た
な
る
七
編
を
編
輯
し
た
と
言
う
。

 
 
『
綴
白
装
』
の
作
や
、
蓋
し
演
劇
の
緩
急
を
調
ふ
る
所
以
は
、
梨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
と
の

 
 
園
子
弟
の
爲
に
其
の
勢
逸
の
宜
し
き
を
臓
ふ
る
の
み
。
余
 
素
よ

 
 
り
宮
商
を
諸
ん
ぜ
ず
、
是
の
編
の
詞
義
を
翫
ぶ
に
因
り
て
、
文
質

 
 
或
勝
の
弊
無
く
、
殊
に
詞
曲
の
時
中
謝
る
秩
翌
ｭ
、
優
伶
再
思
な
奉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
じ
て
以
て
蹄
と
呈
す
可
き
者
な
り
。
婁
時
 
本
と
六
集
の
後
に
再

 
 
び
一
下
を
編
ま
ん
と
欲
す
。
坊
人
の
寛
に
送
還
を
以
て
余
に
示
す

 
 
を
期
せ
ず
。
因
り
て
蠣
か
に
其
の
同
心
を
有
す
を
得
し
を
快
と

 
 
す
(
1
2
)
。

 
周
家
瑠
も
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
鐘
徳
蒼
と
鯨
程
近

し
い
省
画
に
あ
っ
た
も
の
と
見
え
、
『
綴
白
装
』
の
置
か
れ
た
情
況
に

つ
い
て
充
分
に
知
悉
し
て
い
る
。

 
績
く
『
重
訂
毘
腔
綴
白
装
雄
編
』
冒
頭
に
附
さ
れ
る
乾
魚
四
十
年

(
一
七
七
五
)
の
晴
浦
居
士
に
よ
る
「
綴
白
装
新
集
土
釜
序
」
に
お
い

て
は
、
改
編
の
経
緯
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

 
尚
、
現
行
の
『
綴
白
装
』
、
例
え
ば
乾
隆
四
十
六
年
置
一
七
八
一
)
の

四
教
髪
長
行
本
(
1
3
)
の
「
綴
白
垂
七
集
光
」
は
、
乾
隆
三
十
六
年
版
の

朱
緑
建
序
が
襲
用
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
前
掲
の
「
墾
断
輩
」
以
下
の
剰

霧
に
係
る
箇
所
は
刷
去
さ
れ
、
「
誠
に
風
騒
の
望
事
な
り
」
な
る
一
文
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に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
(
1
4
)
。
ま
た
、
許
警
棒
の
手
に
成
る
「
綴
白

袈
八
三
序
」
に
は
、
前
掲
の
鏡
心
居
士
と
蕉
鹿
山
人
の
往
復
書
翰
や
晴

浦
居
士
の
序
文
は
登
載
さ
れ
ず
、
第
三
次
編
輯
に
即
し
た
新
た
な
内
容

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

四

 
第
二
次
編
輯
の
『
綴
白
装
』
七
編
が
箆
山
腔
の
、
八
編
が
眉
山
腔
と

そ
の
他
の
地
方
劇
の
選
集
で
あ
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
諒
解
は
壁
際
の
上
演
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
箆
山
腔

 
 
せ
り
ふ
 
 
 
 
 
 
 
う
た

で
は
白
の
増
大
や
曲
の
増
刷
と
い
っ
た
原
作
脚
本
に
著
し
い
攣
改
が
加

え
ら
れ
た
も
の
が
存
す
る
。
ま
た
、
蘇
州
で
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
毘
山
北
と
地
方
劇
と
を
問
わ
ず
、
道
化
役
の
丑
、
端
役
の
付

(
副
)
の
白
に
言
語
(
蘇
白
)
が
混
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
顯
著
な
特

徴
で
あ
る
(
1
5
)
。

 
こ
れ
と
は
別
に
、
八
編
に
つ
い
て
は
、
六
編
に
績
い
て
、
當
時
、
巷

間
で
繰
り
廣
げ
ら
れ
て
い
た
雅
部
、
す
な
わ
ち
傳
統
的
な
毘
山
里
の
戯

曲
と
、
花
部
、
す
な
わ
ち
新
興
の
憎
愛
に
乗
せ
た
そ
の
他
の
地
方
劇
と

の
交
替
に
影
響
さ
れ
上
梓
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

は
、
六
編
を
「
文
武
讐
班
」
、
八
編
を
「
再
訂
文
武
合
班
」
(
1
6
)
と
構
し
、

毘
山
腔
と
そ
の
他
の
地
方
劇
を
均
し
く
輯
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
充

分
に
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

 
實
際
に
『
綴
児
輩
』
所
牧
の
散
勧
に
就
い
て
見
る
と
、
毘
山
腔
に
つ

 
 
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
装
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
(
根
ヶ
山
)

い
て
は
各
編
と
も
に
作
品
名
、
散
勧
名
が
記
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
他
の
地
方
劇
に
つ
い
て
は
、
巨
編
で
は
榔
子
腔
、
高
評
な
る
聲
津

名
と
散
記
名
、
も
し
く
は
作
品
名
と
散
飯
名
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
乾

隆
三
十
五
年
版
の
六
編
几
例
に
は
、
俗
に
榔
子
腔
と
汎
構
さ
れ
る
聲
腔

が
、
榔
子
秩
腔
と
榔
子
齪
弾
腔
の
二
聲
腔
を
意
味
し
て
お
り
、
『
綴
白

裏
』
で
は
前
者
を
榔
子
腔
、
後
者
を
齪
弾
腔
と
呼
ぶ
、
と
定
義
さ
れ
て

い
る
(
1
7
)
。

 
 
榔
子
爵
腔
は
、
即
ち
箆
ざ
腔
な
り
。
榔
子
齪
弾
腔
と
俗
に
皆
な
榔

 
 
子
腔
と
要
す
。
是
の
編
中
 
凡
そ
榔
子
秩
腔
は
則
ち
榔
子
腔
と
簡

 
 
等
し
、
榔
子
齪
弾
腔
は
則
ち
齪
弾
腔
と
簡
構
し
、
以
て
混
濡
を
防

 
 
ぐ
。

 
孟
繁
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
箆
ざ
腔
が
聖
訓
に
流
入
し
、
黒
星
と
融
合
す

る
に
際
し
て
、
箆
ざ
腔
を
圭
膿
と
す
る
榔
子
秩
腔
と
、
秦
腔
を
金
製
と

す
る
榔
子
齪
弾
腔
に
分
化
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
(
1
8
)
。
す
な
わ

ち
、
長
短
句
か
ら
成
る
相
子
信
号
膿
の
形
式
を
と
る
樂
曲
系
演
劇
で
あ

る
出
山
腔
と
、
同
じ
く
基
本
的
に
は
樂
曲
系
演
劇
で
あ
り
な
が
ら
齊
言

句
か
ら
成
る
詩
讃
髄
の
漠
調
を
含
ん
だ
板
碧
雲
化
膿
形
式
の
詩
讃
系
演

劇
で
あ
り
、
零
細
年
間
以
降
、
夕
汐
に
お
い
て
盛
行
し
た
ざ
陽
腔
系
統

の
青
陽
腔
や
徽
州
腔
と
が
融
合
し
て
生
み
出
さ
れ
た
毘
ざ
腔
が
、
恐
ら

く
山
陳
商
人
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
山
西
・
陳
西
の
詩
型
系
港
江
で
あ
る

秦
腔
の
影
響
を
受
け
て
、
い
ず
れ
も
板
式
攣
化
髄
の
色
彩
の
濃
厚
な
榔

子
秩
腔
、
榔
子
齪
弾
腔
な
る
新
た
な
聲
腔
へ
と
生
ま
れ
纏
わ
っ
た
の
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
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東
方
學
第
九
十
八
輯

あ
る
。

 
そ
こ
で
、
八
編
に
輯
録
さ
れ
る
十
種
二
十
駒
の
地
方
劇
の
う
ち
、
第

二
次
編
輯
に
至
っ
て
新
た
に
輯
録
さ
れ
た
九
種
十
七
酌
に
つ
い
て
、
上

掲
の
六
二
几
例
の
定
義
に
添
っ
て
榔
子
秩
腔
、
榔
子
二
四
腔
の
二
腔
に

分
類
し
、
唱
腔
の
組
成
を
槍
誰
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
(
1
9
)
。

 
先
ず
榔
子
秩
腔
と
認
め
ら
れ
る
五
種
輝
輝
で
は
次
の
ご
と
く
で
あ

る
。

 
「
呼
集
」
の
「
打
磨
酪
ﾞ
」
は
【
引
】
、
【
榔
子
腔
】
、
【
引
】
、
【
小
曲
】
、

【
西
調
寄
生
草
】
四
曲
、
【
西
調
】
、
【
包
子
帯
皮
鮭
】
、
【
吹
調
】
か
ら

成
る
。
こ
こ
で
は
、
時
調
小
曲
の
【
小
曲
】
、
【
西
調
寄
生
草
】
、
【
西

調
】
、
ざ
陽
腔
系
統
の
【
吹
調
】
(
2
0
)
も
含
む
け
れ
ど
も
、
【
榔
子
午
】
の

一
部
に
は
七
言
齊
言
禮
が
見
ら
れ
る
。

 
「
長
集
」
の
「
請
師
・
斬
妖
」
は
【
急
板
令
】
、
【
高
腔
】
、
【
京
腔
】

三
曲
、
【
尾
】
か
ら
成
る
。
【
急
板
令
】
は
箆
山
腔
の
曲
牌
で
あ
り
、

【
高
腔
】
【
京
腔
】
は
ざ
陽
腔
系
統
の
唱
腔
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

曲
牌
の
聯
名
形
式
か
ら
成
る
散
勧
で
あ
る
。

 
「
長
集
」
の
「
逃
關
・
二
二
」
は
【
引
】
【
面
板
令
】
【
榔
子
腔
】
四

曲
、
【
批
子
】
、
【
夜
夜
游
】
、
【
批
子
】
、
【
京
腔
】
四
曲
、
【
尾
】
か
ら
成

る
。
【
榔
子
忌
】
二
曲
目
の
副
の
唱
う
四
句
は
七
言
句
か
ら
、
他
は
長

短
句
と
七
言
句
と
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
【
量
子
】
は
別
名
【
抜

子
】
と
も
言
い
「
榔
子
」
の
音
轄
と
言
わ
れ
(
2
1
)
、
【
急
軍
令
】
【
夜
夜

游
】
は
山
仰
山
腔
の
曲
面
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
九

 
「
春
集
」
の
「
戯
鳳
」
は
【
榔
子
腔
】
九
曲
、
【
尾
聲
】
か
ら
成
る
。

唱
腔
の
組
成
か
ら
す
れ
ば
板
式
攣
化
髄
と
言
い
得
る
が
、
曲
僻
は
長
短

句
と
七
言
句
が
混
在
し
、
未
だ
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。

 
「
春
思
」
の
『
娯
留
鳥
』
「
上
面
・
除
盗
」
は
【
榔
子
腔
】
、
【
引
】
、

【
榔
子
要
言
唇
】
、
【
水
底
魚
】
、
【
包
子
令
】
、
【
暗
調
】
二
曲
、
【
尾
】

か
ら
成
る
。
唱
腔
に
は
純
粋
に
七
言
句
か
ら
成
る
【
榔
毛
並
】
、
ざ
陽

腔
か
ら
轄
化
し
た
【
吹
調
】
等
の
他
に
、
毘
山
腔
の
【
水
底
魚
】
、
黒

山
腔
が
榔
子
腔
化
し
た
【
榔
子
爵
緯
唇
】
が
含
ま
れ
て
お
り
、
や
は
り

樂
曲
系
演
劇
と
詩
讃
系
演
劇
と
が
同
居
し
て
い
る
。

 
次
に
榔
子
齪
弾
腔
の
二
種
四
勧
で
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 
「
古
集
」
の
「
磨
房
・
島
島
」
は
【
齪
証
印
】
、
【
引
】
、
【
高
腔
】
二

曲
、
【
急
板
令
】
二
曲
、
【
清
江
引
】
、
【
実
相
思
香
浴
z
か
ら
成
る
。
【
高

腔
】
は
ざ
陽
腔
の
、
【
清
江
引
】
は
山
骨
山
掛
の
曲
牌
で
あ
り
、
曲
牌
聯

套
膿
か
ら
は
黒
し
て
い
な
い
が
、
【
齪
弾
腔
】
は
長
短
句
と
七
言
句
が

混
在
し
て
い
る
。

 
「
春
集
」
の
『
快
活
林
』
「
岡
店
・
奪
林
」
は
【
梨
花
兄
】
、
【
吹
調
】

四
曲
、
【
秦
腔
】
二
曲
、
【
四
二
静
】
、
【
秦
腔
】
二
曲
、
【
尾
】
か
ら
成

る
。
野
山
腔
の
曲
牌
で
あ
る
【
梨
花
見
】
【
尊
墨
静
】
、
ざ
陽
腔
系
統
の

【
吹
調
】
も
含
む
が
、
榔
子
齪
全
景
の
圭
膿
と
な
っ
た
【
毛
脚
】
も
混

在
し
て
お
り
、
や
は
り
完
全
で
は
な
い
。

 
附
託
、
「
黒
総
」
の
「
漁
燈
・
闘
同
燈
∴
措
甥
・
曲
階
混
」
は
、
【
置
歌
】
二

曲
、
【
引
】
二
曲
、
【
燈
歌
】
、
【
寄
生
草
】
二
曲
、
【
引
】
、
【
撃
墜
】
二
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曲
、
【
寄
生
草
】
七
曲
か
ら
成
り
、
唱
腔
に
榔
子
腔
、
齪
弾
腔
を
含
ま

な
い
。
目
録
、
丹
心
と
も
に
榔
子
腔
と
題
す
る
け
れ
ど
も
、
時
調
小
曲

の
一
種
と
認
め
ら
れ
る
。

 
こ
の
他
、
高
話
と
明
示
さ
れ
る
「
古
集
」
の
「
借
靴
」
は
【
梨
花

兄
】
、
【
高
田
】
六
曲
、
【
尾
】
、
【
歯
腔
】
、
【
尾
】
か
ら
成
る
。

 
以
上
の
ご
と
く
、
八
編
に
輯
録
さ
れ
た
地
方
劇
は
、
い
ず
れ
も
長
短

句
か
ら
成
る
曲
芸
を
含
み
つ
つ
、
齊
野
南
の
部
分
を
も
併
せ
も
つ
と
い

う
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
曲
牌
聯
套
艦
か
ら
板
式
攣
化
膿
へ

の
、
ま
さ
し
く
過
渡
的
段
階
に
位
置
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

 
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
乾
隆
三
十
九
年
に
編
ま
れ
た
地
方
劇
の
専
集

で
あ
る
『
綴
白
装
榔
子
腔
十
一
集
外
編
』
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
十
一

集
外
編
全
二
十
一
種
四
十
八
勧
の
う
ち
、
十
一
種
二
十
八
勧
は
第
三
次

編
輯
に
至
っ
て
新
た
に
輯
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 
榔
子
秩
腔
で
は
、
「
堆
仙
」
「
上
古
・
連
相
」
「
別
妻
」
は
未
だ
曲
弾

聯
套
膿
か
ら
脱
し
き
っ
て
お
ら
ず
、
「
狸
狸
」
に
は
榔
子
腔
化
し
た
毘

山
腔
【
榔
子
山
披
羊
】
二
曲
と
、
一
部
に
齊
言
艦
を
含
む
【
榔
胸
腔
】

を
、
「
起
子
」
は
【
引
】
と
【
単
子
】
五
曲
を
、
「
緻
令
・
遣
將
・
下

山
・
揺
擾
・
大
職
・
高
山
」
は
岱
山
腔
【
鮎
緯
唇
】
【
四
邊
静
】
の
他

に
【
批
子
】
【
吹
調
】
等
を
含
み
、
「
私
行
・
算
命
」
は
【
吹
調
】
十
曲

が
、
「
拙
馬
」
は
【
吹
調
】
七
曲
が
中
心
と
な
る
。
榔
子
齪
弾
腔
で
は
、

「
借
妻
・
同
門
・
月
城
・
堂
断
」
は
【
齪
弾
腔
】
九
曲
の
み
か
ら
成

り
、
三
曲
、
四
曲
、
九
曲
目
の
一
部
に
七
言
誓
言
膿
が
見
ら
れ
、
「
斬

 
 
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
装
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
(
根
ヶ
山
)

 
」
の
【
齪
弾
腔
】
の
一
部
は
唱
言
直
言
膿
か
ら
成
る
。
「
塩
江
・
早

早
・
屈
辱
・
血
疏
・
計
陥
・
壇
上
・
実
夫
・
顯
盤
」
は
箆
山
腔
【
鮎
緯

唇
】
【
八
聲
甘
州
】
【
風
入
松
】
等
も
含
む
が
、
【
齪
弾
腔
】
九
曲
の
う

ち
四
曲
目
に
は
七
言
、
十
重
が
混
在
し
、
五
品
目
の
一
部
は
七
言
か
ら

成
っ
て
お
り
、
同
時
に
【
榔
歯
腔
】
も
含
む
。
こ
の
他
、
「
別
妻
」
は

箆
山
里
系
統
の
曲
牌
聯
套
髄
か
ら
成
る
。

 
こ
の
よ
う
に
十
一
集
外
編
で
は
八
編
に
比
し
て
新
興
髄
が
多
く
用
い

ら
れ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
長
短
句
の
曲
牌
と
の
混
在
で
あ
る
。

 
六
区
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
次
編
輯
の
四
編
か
ら
編
入
さ
れ
た

「
探
親
・
相
罵
」
、
六
編
に
お
い
て
新
た
に
輯
め
ら
れ
た
「
過
關
」
が

時
調
小
曲
、
「
搬
場
拐
妻
」
が
西
秦
腔
で
あ
る
他
は
、
榔
子
口
腔
で
は

「
思
凡
」
「
安
管
・
鮎
將
・
水
増
・
檎
久
」
が
毘
山
田
系
統
の
曲
牌
聯

套
膿
、
「
途
歎
・
問
路
・
雪
擁
・
寒
紅
」
は
榔
管
腔
化
し
た
車
山
腔
の

曲
牌
を
含
み
、
「
買
咽
脂
」
「
落
忌
・
楡
難
」
と
三
編
か
ら
編
入
さ
れ
た

「
早
鼓
」
は
長
短
句
を
含
む
【
榔
子
爵
】
を
、
『
青
塚
記
』
「
途
昭
・
出

自
」
に
は
箆
山
号
や
ざ
陽
腔
を
含
ん
で
い
る
。
榔
子
聯
弾
腔
で
は
三
編
…

か
ら
の
「
陰
迭
」
に
長
短
句
を
含
む
【
齪
弾
腔
】
が
見
ら
れ
る
。

 
因
に
、
毘
山
口
の
散
勧
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
二
士
『
繍
儒
記
』

「
入
堰
浴
v
に
【
齪
弾
腔
】
、
五
典
『
一
文
銭
』
「
焼
香
」
に
【
高
畠
】
、

同
「
羅
夢
」
に
【
ざ
陽
調
】
、
落
馬
『
麟
麟
閣
』
「
反
牢
」
に
【
姑
娘

腔
】
と
い
っ
た
新
興
の
論
断
が
混
入
さ
れ
、
詩
編
『
玉
明
記
』
「
挑
琴
」

に
【
琴
曲
】
の
ご
と
き
時
調
小
曲
が
添
加
さ
れ
る
も
の
も
存
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
〇
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唱
腔
だ
け
か
ら
の
分
析
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
以
上
の
ご
と
く
、
榔

子
腔
と
下
構
さ
れ
る
地
方
劇
に
お
い
て
は
、
六
編
に
お
い
て
全
く
見
ら

れ
な
か
っ
た
齊
月
島
が
、
八
編
、
十
一
集
外
編
へ
と
編
輯
が
進
捗
し
、

輯
録
さ
れ
る
散
勧
の
敷
が
増
加
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
多
く
含
ま
れ
て
は

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
散
輌
も
、
毘
胃
腔
の
よ
う
な
曲
牌

聯
套
膿
と
榔
子
連
や
齪
弾
腔
と
い
っ
た
板
式
攣
化
髄
を
包
撮
し
た
、
い

わ
ば
過
度
的
段
階
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

五

 
と
こ
ろ
で
、
『
綴
白
袈
』
に
お
い
て
、
箆
山
腔
以
外
の
地
方
劇
を
輯

録
し
た
の
は
何
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

 
花
部
の
戯
曲
は
圭
と
し
て
巷
間
で
行
わ
れ
、
僅
俗
な
も
の
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墨
書
人
階
暦
に
あ
っ
て
も
心
を
寄
せ
る
者
が
現
わ

れ
る
。
例
え
ば
、
『
秦
雲
顯
英
小
譜
』
の
嚴
長
明
「
小
誌
面
見
・
喜
平
」

の
條
に
は
、
當
初
は
山
型
普
絡
o
に
心
酔
し
て
い
た
筆
者
が
、
洛
陽
で
秦
腔

の
俳
優
小
恵
の
演
唱
を
蕪
き
、
心
を
惹
か
れ
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
記

事
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

 
 
一
日
、
田
商
山
太
守
の
署
に
小
集
す
。
商
山
は
久
し
く
朧
右
に
官

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ね

 
 
た
り
て
、
耳
 
秦
聲
に
熟
れ
、
余
を
引
き
て
共
に
之
を
欣
賞
す
。

 
 
余
 
苦
顛
を
以
て
胸
僻
す
。
小
恵
 
故
に
余
と
逼
れ
、
間
に
乗
じ

 
 
て
請
ひ
て
曰
く
「
君
 
固
よ
り
曲
を
還
り
眞
を
蕪
く
者
、
乃
ち
亦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

 
 
た
復
た
爾
る
や
」
と
。
秩
翌
ﾓ
に
故
を
以
て
す
れ
ば
、
曰
く
「
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝

 
 
試
み
に
志
を
抑
へ
暫
ら
く
之
を
傾
聴
せ
よ
、
数
関
町
後
、
傍
り
て

 
 
 
 
 
 
 
お
 
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ら

 
 
耳
に
入
ら
ず
と
以
爲
は
ば
、
某
等
を
摩
ひ
去
ら
し
む
る
と
も
未
だ

 
 
お
そ

 
 
晩
か
ら
ざ
る
な
り
し
と
。
心
に
之
を
異
と
し
、
曰
く
「
子
 
姑
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
よ

 
 
長
ず
る
所
を
出
だ
し
以
て
試
み
よ
」
と
。
場
に
登
り
看
る
に
比
べ

 
 
ば
、
工
め
て
聲
を
録
す
る
に
、
小
異
を
畳
へ
、
再
び
之
を
蕪
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
し
ば
ら
く

 
 
ば
、
其
の
聲
、
清
ら
か
に
し
て
揚
く
、
商
調
に
中
た
る
。
頃
有

 
 
り
て
羽
に
換
は
り
宮
に
移
り
、
穿
墨
金
革
、
纏
肩
続
脱
、
攣
態
無

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

 
 
方
、
 
一
日
夜
を
蓋
く
し
て
始
め
て
其
の
技
を
畢
ふ
(
2
2
)
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
同
書
の
曹
仁
虎
「
三
壽
」
冒
頭
に
「
余
引
寓
青
門
、
於
丁
酉
(
乾
隆

四
十
二
年
)
七
月
、
遇
三
思
於
田
商
山
太
守
署
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

上
掲
の
一
文
も
恐
ら
く
乾
隆
四
十
年
前
後
の
事
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ

れ
、
榔
子
腔
等
の
新
興
の
聲
腔
は
、
箆
山
腔
の
主
た
る
観
客
階
暦
で
あ

っ
た
聖
書
人
に
と
っ
て
も
、
そ
の
存
在
債
値
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
程

の
も
の
で
あ
っ
た
。

 
ま
た
嘉
慶
二
十
四
年
(
一
八
一
九
)
の
叙
を
有
す
る
焦
循
『
花
隈
画

筆
』
に
は
、
年
少
時
の
農
村
で
の
観
劇
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

 
 
余
 
幼
時
 
捨
子
に
随
ひ
て
村
劇
を
観
る
を
憶
ふ
に
、
十
一
日

 
 
『
讐
珠
』
『
天
上
』
を
演
じ
、
観
る
者
 
之
を
覗
て
漠
然
た
り
。

 
 
明
日
 
『
清
風
亭
』
を
演
じ
、
其
の
始
め
切
歯
せ
ざ
る
は
無
き
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や

 
 
既
に
し
て
大
い
に
快
し
と
せ
ざ
る
は
無
し
。
鏡
鼓
 
既
に
激
み
、

 
 
相
ひ
覗
て
粛
然
と
し
て
、
戯
色
有
る
岡
し
。
掛
り
て
構
噂
し
、
旬
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め
ぐ

 
 
を
葬
り
て
未
だ
已
ま
ず
。
彼
の
花
部
の
毘
腔
に
及
ば
ず
と
謂
ふ

 
 
者
、
鄙
夫
の
見
な
り
(
2
3
)
。

 
焦
循
は
乾
隆
二
十
八
年
(
一
七
六
三
)
、
江
蘇
…
甘
泉
の
生
ま
れ
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
紀
事
は
恐
ら
く
乾
隆
四
十
年
前
後
の
江
南
に

お
け
る
花
部
の
様
相
を
傳
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
焦
循
は
毘
山
腔
を
厭
い
、
花
部
の
戯

曲
を
愛
好
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
『
花
部
農
諜
』
叙
に
は
言
う
。

 
 
梨
園
は
共
に
呉
∵
音
を
尚
ぶ
。
花
部
な
る
者
は
、
其
の
曲
文
 
但
質

 
 
に
し
て
、
共
に
構
し
て
齪
弾
と
潤
す
者
な
れ
ど
も
、
乃
ち
余
 
濁

 
 
り
之
を
好
む
。
蓋
し
呉
音
は
繁
縛
に
し
て
、
其
の
曲
 
極
め
て
律

 
 
に
譜
ふ
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
低
く
者
を
し
て
未
だ
本
文
を
観
ず
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
＋
忙
然
た
ら
ざ
る
無
く
、
謂
ふ
所
を
知
ら
ざ
ら
し
む
。
…
二
部
は
原

 
 
と
元
劇
に
本
づ
き
、
其
の
事
 
忠
・
孝
・
節
・
義
多
く
、
以
て
人

 
 
を
動
か
す
に
足
る
。
其
の
詞
 
直
質
に
し
て
、
婦
儒
と
錐
も
亦
た

 
 
能
く
解
す
。
其
の
音
 
慷
慨
に
し
て
、
血
肥
 
之
が
爲
に
着
目
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
が

 
 
ら
る
。
郭
外
の
各
村
、
二
・
八
月
の
間
に
於
い
て
、
遽
ひ
に
相
ひ

 
 
演
唱
し
、
農
聖
・
漁
父
・
聚
ま
り
て
以
て
漱
を
爲
す
こ
と
、
由
來

 
 
久
し
(
2
4
)
。

 
以
上
の
ご
と
く
、
從
來
、
箆
山
腔
の
圭
た
る
受
容
者
階
暦
で
あ
っ
た

讃
書
人
か
ら
し
て
、
花
盛
の
戯
曲
に
傾
倒
す
る
者
が
現
わ
れ
た
こ
と

は
、
識
字
階
暦
を
樹
象
と
し
て
『
綴
白
装
』
を
編
ん
だ
鐘
徳
器
に
と
っ

て
、
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
事
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。
か
く
し
て
、
第
二
次

 
 
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
装
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
(
根
ヶ
山
)

編
輯
に
お
い
て
「
文
武
讐
班
」
「
文
武
合
番
」
と
銘
打
つ
六
野
、
八
編

が
上
梓
さ
れ
て
、
毘
山
腔
の
み
な
ら
ず
花
野
に
も
か
な
り
の
篇
幅
を
割

く
に
至
り
、
更
に
第
三
次
編
輯
に
お
い
て
は
十
一
集
外
編
の
ご
と
く
花

畠
の
曇
霞
が
上
梓
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

 
事
實
、
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
編
者
冷
眼
蒼
自
身
の
言
説
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
程
大
衡
、
葉
潤
李
吹
A
許
苞
承
が
能
く
代
辮
し
て
い

る
。 

先
に
掲
げ
た
第
二
次
編
輯
版
の
冒
頭
に
附
さ
れ
た
程
大
衡
「
新
鑑
綴

白
裏
合
誤
判
」
に
お
い
て
は
、
煤
莱
ｽ
に
も
六
書
人
的
見
地
か
ら
の
立
言

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
毘
山
猿
に
は
忠
孝
の
褒
揚
、
そ
の
他
の
地
方
劇

に
は
警
愚
の
敷
用
を
認
め
て
い
る
。

 
 
其
の
中
の
大
排
場
は
、
褒
忠
揚
孝
、
實
に
人
を
し
て
善
を
耕
し
悪

 
 
を
去
る
に
勉
め
し
む
る
、
濟
世
の
良
剤
な
り
。
小
結
播
の
榔
子
秩

 
 
 
 
 
 
 
ひ
た
す
ら

 
 
腔
は
、
乃
ち
一
味
に
挿
科
打
諦
、
三
年
の
木
鐸
な
り
(
2
5
)
。

の
乾
隆
三
十
五
年
の
序
に
は
、
鳥
山
腔
は
讃
書
人
並
暦
を
、
そ
の
他
の

地
方
劇
は
庶
民
階
暦
を
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
時
勢
に

抗
う
こ
と
が
適
わ
ず
、
こ
れ
ら
を
均
し
く
輯
録
し
て
い
る
と
明
言
す

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ら

 
 
余
 
因
り
て
是
の
編
を
披
き
て
之
を
閲
す
る
に
、
其
の
類
に
二
塁

 
 
る
を
知
る
。
一
は
則
ち
叶
協
和
聲
、
倶
に
掛
商
言
言
を
按
じ
、
而

 
 
 
 
 
た
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
す

 
 
も
音
節
差
は
ず
。
一
は
則
ち
抑
揚
雲
量
、
驚
く
る
に
撃
竹
弾
縣
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
二
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以
て
し
、
而
も
天
籟
自
然
。
文
人
軍
士
に
宜
し
き
者
 
誉
れ
有

 
 
り
、
庸
夫
愚
婦
に
宜
し
き
者
も
亦
た
之
れ
有
り
、
是
れ
誠
に
高
下

 
 
共
賞
の
妙
有
り
て
、
之
を
『
白
裏
』
五
集
に
較
ぶ
る
に
頓
に
改
観

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
る

 
 
を
畳
ゆ
。
則
ち
六
集
の
睾
、
勢
ひ
と
し
て
已
む
を
容
さ
ざ
る
な

 
 
り
(
2
6
)
。

 
ま
た
、
『
綴
白
装
榔
子
腔
十
一
集
外
編
』
に
附
さ
れ
る
良
書
三
十
九

年
の
刊
記
を
有
す
る
許
宮
古
の
「
綴
白
装
外
集
叙
」
に
は
、
上
掲
の
程

大
衡
序
、
葉
潤
李
随
?
�
X
に
敷
術
す
る
。
先
ず
は
歴
史
的
な
故
事
に
基

づ
く
箆
山
岸
の
散
齢
は
憂
心
、
憤
葱
を
抱
か
せ
る
弊
が
あ
る
こ
と
を
指

弾
し
た
後
に
、
榔
子
腔
の
場
合
は
、
二
宮
も
登
場
人
物
も
全
て
假
構
に

顕
し
、
内
容
は
鄙
随
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
欣
快
を
稽
え
得
る
と
し
て
賞

賛
す
る
。

 
 
若
し
己
れ
ざ
陽
榔
子
秩
腔
は
則
ち
然
ら
ず
。
事
は
皆
な
其
れ
徴
す

 
 
る
有
ら
ず
、
人
は
蓋
く
は
考
ふ
可
き
に
囑
せ
ず
。
時
に
鄙
僅
の
俗

 
 
情
を
以
て
、
當
場
の
科
白
に
入
る
る
有
り
。
一
た
び
観
饒
に
上
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

 
 
ば
、
即
ち
捧
腹
に
堪
へ
ん
。
此
れ
殆
ど
東
供
〔
披
〕
の
相
ひ
封
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

 
 
て
襟
を
正
し
肘
を
捉
へ
、
正
に
埋
れ
昏
昏
と
睡
ら
ん
と
を
思
ひ
し

 
 
に
、
忽
ち
一
該
譜
訓
喰
の
人
を
得
し
が
煤
翌
ｭ
、
我
が
爲
に
手
鼓
も

 
 
て
求
翌
�
�
ｩ
ん
。
其
れ
快
き
こ
と
當
に
何
煤
翌
ﾉ
す
べ
き
や
(
2
7
)
。

 
因
に
、
乾
隆
四
十
年
頃
の
著
作
と
畳
し
い
李
調
元
『
叢
話
』
巻
上
に

も
、
「
俗
に
傳
ふ
、
鐘
氏
『
綴
白
装
』
外
集
に
秦
腔
有
り
、
と
」
と
言

っ
て
、
上
掲
の
許
苞
承
序
の
後
膨
部
分
を
引
い
た
後
に
、
「
其
の
論
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
三

亦
た
確
か
な
り
し
(
2
8
)
と
箆
歯
腔
以
外
の
地
方
劇
の
有
用
性
を
首
肯
し
て

い
る
。

六

 
以
後
、
『
綴
白
裏
』
は
乾
隆
年
間
に
限
っ
て
も
、
乾
乳
四
十
二
年
の

鴻
文
堂
梓
行
本
、
同
四
十
六
年
(
一
七
八
一
)
の
四
教
堂
梓
行
本
、
集

古
細
辛
板
、
共
賞
齋
藏
板
、
同
四
十
七
年
置
一
七
八
二
)
の
學
耕
堂
梓

行
本
、
同
五
十
二
年
(
一
七
八
七
)
の
勢
利
堂
梓
行
本
、
博
雅
堂
梓
行

本
等
が
行
わ
れ
る
。
鴻
文
堂
梓
行
本
は
講
義
愚
論
行
本
を
忠
實
に
翻
刻

し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
降
の
版
本
で
は
僅
か
な
改
訂
が

施
さ
れ
る
。
例
え
ば
四
教
堂
梓
行
本
で
は
初
編
順
集
の
『
水
金
記
』

「
殺
惜
」
「
活
捉
」
が
二
集
三
巻
に
、
二
編
河
集
の
『
倒
精
忠
』
「
刺

字
」
が
六
集
二
巻
に
、
六
編
樂
集
の
『
盤
陀
山
』
「
焼
香
」
「
羅
夢
」
が

五
集
三
巻
に
移
さ
れ
、
卜
書
河
心
の
『
姦
直
忠
』
「
草
地
」
「
敗
金
」

「
献
金
齢
し
、
五
編
妙
集
の
『
清
忠
譜
』
「
訪
文
」
「
罵
祠
」
が
剛
去
さ

れ
、
新
た
に
初
集
四
巻
に
『
紅
梨
記
』
「
賞
燈
」
が
増
々
さ
れ
る
。

 
ま
た
、
『
綴
白
装
』
と
同
趣
向
の
も
の
と
し
て
は
、
乾
隆
五
十
七
年

(
一

ｵ
九
二
)
か
ら
同
五
十
九
年
(
一
七
九
四
)
に
か
け
て
公
刊
さ
れ
た

葉
堂
『
言
書
櫨
曲
譜
』
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
該
書
は
工
尺
譜
を

附
す
曲
譜
で
あ
り
、
『
綴
白
装
』
の
ご
と
き
散
輌
を
留
め
た
戯
曲
円
本

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
「
時
劇
」
と
し
て
外
集
泰
平
に
「
送
信
」
「
小
妹

子
」
「
羅
夢
」
の
三
二
…
が
、
補
遺
巻
四
に
「
來
遅
」
「
孟
姜
下
し
「
崔
鶯
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鶯
」
「
閨
思
」
「
閨
怨
」
「
懐
春
」
「
金
盆
携
月
」
「
酔
楊
妃
」
「
準
準
」

「
侶
尼
會
」
「
夏
得
海
」
「
昭
君
」
「
小
王
昭
君
」
「
琵
琶
詞
」
「
藍
林
」

「
踏
纈
」
「
磨
斧
」
「
借
靴
」
「
拾
金
」
「
花
鼓
」
の
二
十
勧
が
輯
録
さ
れ

て
い
る
。

 
と
も
あ
れ
、
以
上
に
縷
湿
し
た
よ
う
に
、
邦
国
三
十
六
年
に
上
梓
さ

れ
た
第
二
次
編
輯
の
『
補
訂
時
調
口
腔
綴
白
装
七
曲
』
『
再
訂
文
武
合

班
綴
白
装
八
編
』
は
短
期
間
で
解
膿
さ
れ
、
こ
の
二
編
に
輯
録
さ
れ
て

い
た
散
勧
の
大
部
分
は
、
第
三
次
編
輯
の
七
十
、
八
編
、
十
一
集
外
編

に
吸
牧
さ
れ
る
。
編
者
で
あ
る
鐘
徳
蒼
自
身
、
ま
た
彼
に
近
し
い
人
物

は
、
改
編
の
当
た
る
要
因
と
し
て
翻
刻
本
の
…
横
行
に
よ
る
困
窮
か
ら
脱

す
る
た
め
と
す
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
二
時
の
演
劇
界
に
お
け
る
聲
腔

交
替
、
と
り
わ
け
榔
子
秩
腔
、
榔
子
齪
弾
腔
自
髄
の
攣
容
や
位
置
づ
け

の
攣
化
、
更
に
讃
書
一
階
暦
の
花
部
の
戯
曲
の
愛
好
等
の
様
々
な
情
勢

が
絢
い
交
ざ
っ
て
、
篇
幅
の
増
大
化
を
企
圖
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
毘
山
腔
の
み
な
ら
ず
、
三
時
の
演
劇
界
に
新
興
の
聲
.
 
腔

と
し
て
確
固
た
る
地
歩
を
占
め
始
め
た
地
方
劇
を
混
在
さ
せ
、
「
文
武

合
班
」
と
銘
打
っ
た
八
編
が
、
次
な
る
十
一
集
外
編
に
お
い
て
地
方
劇

の
專
集
へ
と
姿
を
攣
え
て
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
讃
左
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
第
二
次
編
輯
の
三
編
、
一
編
は
、
我
々
に
『
綴
白
装
』
定

本
成
立
の
過
程
を
知
ら
し
め
て
く
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
榔
子
午
と
汎

構
さ
れ
る
地
方
劇
の
獲
展
や
勢
力
援
大
、
そ
の
士
庶
を
問
わ
ぬ
滲
透
の

様
相
を
示
唆
し
て
く
れ
る
と
い
う
鮎
で
、
戯
曲
史
上
、
極
め
て
貴
重
な

 
 
乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
袈
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
(
根
ヶ
山
)

存
在
で
あ
る
。

注(
1
)
 
十
二
編
の
み
は
北
京
大
學
圖
書
館
古
籍
善
本
室
藏
本
に
、
他
は
そ
の

 
 
忠
實
な
翻
刻
本
で
あ
る
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
藏
の
乾
隆
四
十
二
年

 
 
校
訂
重
錨
「
武
林
鴻
文
堂
梓
行
本
」
に
よ
る
。

(
2
)
 
初
編
の
み
「
善
本
戯
曲
叢
刊
」
第
五
輯
(
三
一
學
生
三
局
、
一
九
八

 
 
七
)
景
印
本
に
よ
り
、
他
は
穎
陶
氏
「
革
綴
白
装
」
(
『
劇
學
月
刊
』
第

 
 
三
巻
第
七
期
、
 
一
九
三
四
)
の
記
述
に
從
つ
た
。
五
編
に
つ
い
て
は
破

 
 
損
が
甚
だ
し
い
ご
と
く
で
あ
り
内
容
は
未
詳
で
あ
る
。
省
、
呉
新
雷
氏

 
 
「
舞
壷
演
出
本
選
集
『
綴
白
装
』
的
來
龍
去
脈
」
(
『
中
部
戯
曲
史
論
』
、

 
 
江
蘇
教
育
出
版
杜
、
 
一
九
九
六
。
原
載
『
南
京
大
証
學
報
』
 
一
九
八
三

 
 
年
第
三
期
)
、
顔
長
平
氏
「
讃
『
再
訂
文
武
合
班
綴
白
装
八
編
』
書
判
」

 
 
(
『
中
華
戯
曲
』
第
四
輯
、
一
九
八
七
)
は
四
編
ま
で
と
す
る
。

(
3
)
 
前
掲
注
(
2
)
呉
新
雷
氏
は
六
一
ま
で
を
第
二
次
編
輯
、
十
二
編
ま

 
 
で
を
第
三
次
編
輯
と
し
、
同
じ
く
顔
長
珂
氏
は
六
編
ま
で
を
第
二
次
編

 
 
輯
、
懸
章
ま
で
を
第
三
次
編
輯
、
十
二
編
ま
で
を
第
四
次
編
輯
と
す

 
 
る
。
省
、
穎
陶
氏
は
本
稿
で
取
り
扱
う
第
二
次
編
輯
の
七
編
、
八
編
は

 
 
未
見
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
4
)
 
寳
仁
堂
梓
行
本
に
つ
い
て
は
前
掲
注
(
1
)
の
ご
と
く
で
あ
る
。
編

 
 
輯
の
経
過
に
つ
い
て
は
前
掲
注
(
2
)
呉
新
牡
牛
、
顔
長
珂
氏
論
文
を

 
 
参
照
し
た
。

(
5
)
 
九
州
大
學
文
學
部
民
本
。

(
6
)
 
原
文
は
「
玩
月
圭
人
向
集
『
綴
白
幡
』
、
鐘
子
徳
蒼
捜
採
復
壇
輯
、

 
 
一
而
二
、
二
而
三
、
今
病
毒
爲
八
」
。

一
四
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東
方
學
第
九
十
八
輯

(
7
)
 
前
掲
注
(
2
)
脱
漏
雷
氏
、
顔
那
珂
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
封
面
に
は

 
 
「
蕾
八
集
積
子
腔
倶
換
連
判
集
」
と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

(
8
)
 
引
用
箇
所
を
含
む
全
文
は
「
鐘
導
出
『
綴
白
装
』
七
集
稿
、
囑
予
一

 
 
言
以
弁
諸
首
。
原
夫
今
之
詞
曲
有
壁
、
有
案
頭
、
有
場
上
。
案
頭
多
務

 
 
典
博
、
衿
綺
麗
、
而
於
節
奏
之
高
下
、
黒
蓋
叶
也
。
闘
箏
之
緩
急
、
未

 
 
必
調
音
。
脚
色
之
勢
逸
、
弗
之
顧
也
。
県
主
上
磯
異
用
、
雅
俗
兼
牧
、

 
 
濃
淡
相
配
、
音
韻
譜
暢
、
非
深
於
雪
意
不
能
也
。
流
水
高
山
、
知
音
安

 
 
在
。
『
陽
春
白
雪
』
、
顧
曲
管
誰
。
其
所
由
來
者
久
 
。
今
君
毎
歳
輯

 
 
『
白
袋
』
一
珊
、
已
成
六
編
。
其
間
節
奏
高
下
、
岡
箏
緩
急
、
脚
色
勢

 
 
逸
、
誠
有
深
厚
草
場
上
之
痛
手
者
。
故
毎
一
網
出
、
彼
梨
園
中
無
不
奉

 
 
爲
指
南
、
無
事
墾
断
中
之
圖
利
翻
刻
也
。
黙
念
君
老
 
。
精
力
日
釜
衰

 
 
遭
、
安
用
勢
神
苦
思
、
徒
爲
賎
丈
夫
作
嫁
衣
哉
。
憶
余
煙
不
工
詞
曲
、

 
 
非
軽
篭
。
聞
墨
形
已
付
劃
劉
、
馬
下
数
言
翌
々
君
請
。
而
亦
以
塊
世
之

 
 
濫
竿
者
之
括
不
知
恥
也
」
。

(
9
)
 
原
文
は
「
薙
當
褥
暑
、
幽
暗
朱
明
、
足
下
錦
擁
碧
笛
、
日
與
二
一
二
知

 
 
己
賦
質
暢
飲
、
不
知
曾
一
念
我
襯
襯
故
人
乎
。
僕
年
來
生
計
瀟
條
、
窮

 
 
愁
盆
甚
。
酒
酪
章
章
、
博
采
時
腔
、
脚
以
駆
達
士
魔
。
偶
付
梓
人
、
不

 
 
意
頗
合
時
宜
、
梢
得
意
覚
錨
鉄
、
頼
以
逃
口
。
今
年
友
人
翻
刻
、
構
者

 
 
稀
而
値
頓
減
。
昨
於
嚢
筐
、
復
樹
蜂
鯨
劇
若
干
駒
、
難
肋
可
惜
、
再
彙

 
 
爲
七
八
五
宮
。
欲
黙
思
才
互
筆
一
言
以
弁
明
首
。
倫
蒙
不
吝
珠
磯
、
得

 
 
以
債
増
百
倍
、
易
勝
銘
感
」
。

(
1
0
)
 
原
文
は
「
輝
輝
來
教
、
囑
糊
着
集
叙
。
足
下
所
場
六
集
、
難
非
新
出

 
 
已
裁
、
然
而
捜
羅
去
取
、
派
列
冷
熱
、
亦
頗
費
一
翻
心
血
。
聞
近
爲
圖

 
 
利
小
人
翻
刻
、
蝿
頭
頓
減
。
端
自
己
之
神
思
、
資
界
層
之
饒
腹
、
巳
不

 
 
勝
爲
君
憤
正
心
指
。
何
爲
載
有
七
八
集
之
畢
焉
。
此
僕
奥
所
未
解
也
。

一
五

 
 
大
勝
酒
肉
之
交
、
見
利
則
岡
顧
情
理
、
猫
娼
妓
固
童
、
財
蓋
則
疎
無

 
 
異
。
六
十
既
望
、
七
八
至
難
再
刻
。
吾
子
猫
糞
鋼
車
、
黒
作
下
車
之
焉

 
 
婦
、
下
愚
慧
若
此
哉
。
原
稿
錦
壁
、
勿
以
葛
菱
見
吝
爲
罪
L
。

(
1
1
)
 
前
掲
注
(
1
)
早
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
藏
本
。

(
1
2
)
 
原
文
は
、
「
『
綴
白
装
』
之
主
宰
、
蓋
所
以
調
演
劇
之
緩
急
、
爲
梨
園

 
 
子
弟
均
置
型
上
之
宜
耳
。
余
素
不
諸
於
宮
商
、
因
翫
是
編
之
詞
義
、
無

 
 
文
質
或
勝
之
弊
、
殊
可
爲
詞
曲
之
時
中
、
優
伶
輩
皆
無
奉
以
爲
蹄
者

 
 
也
。
嚢
時
本
欲
於
前
集
後
、
再
編
一
集
、
不
肖
坊
人
世
以
七
集
示
余
、

 
 
因
矯
快
其
得
有
同
心
」
。

(
1
3
)
 
九
州
大
世
帯
屡
控
書
館
六
本
松
分
館
濱
文
庫
藏
本
。

(
1
4
)
 
す
な
わ
ち
「
故
毎
一
集
出
、
梨
園
中
無
難
奉
爲
指
南
、
誠
風
騒
之
鯨

 
 
事
也
」
に
作
る
。

(
1
5
)
 
蘇
白
を
用
い
る
脚
色
と
そ
の
致
果
に
つ
い
て
は
、
岩
城
秀
夫
氏
「
南

 
 
戯
に
お
け
る
呉
語
の
求
濫
¥
」
(
『
中
戸
戯
曲
演
劇
研
究
』
第
二
部
「
宋
元

 
 
明
の
戯
曲
演
劇
に
關
す
る
諸
問
題
」
、
雷
文
肚
、
一
九
七
三
。
原
載

 
 
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
集
、
一
九
五
三
)
に
夙
に
指
摘
が
あ
る
。

(
1
6
)
 
乾
隆
五
十
年
(
一
七
八
五
)
の
自
序
を
有
す
る
安
樂
山
樵
『
燕
蘭
小

 
 
譜
』
巻
之
四
「
耳
鎖
」
に
は
、
「
昔
保
和
部
、
本
直
曲
、
去
年
雑
演
齪

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

 
 
弾
・
跣
撲
等
戯
、
制
勝
蘇
伶
之
佳
者
、
分
離
・
武
二
班
」
と
言
う
。

(
1
7
)
 
孟
繁
樹
氏
『
中
國
板
式
二
化
艦
戯
曲
研
究
』
(
文
津
出
版
肚
、
一
九

 
 
九
一
)
一
六
二
頁
所
引
の
原
文
は
「
榔
子
管
腔
、
早
漏
ざ
腔
、
與
榔
子

 
 
齪
弾
半
俗
埋
土
榔
子
腔
、
是
編
中
几
榔
単
求
絡
o
則
簡
構
榔
子
腔
、
榔
子

 
 
心
耳
早
期
簡
構
齪
弾
腔
、
以
防
混
渚
」
。

(
1
8
)
 
前
掲
注
(
1
7
)
孟
繁
樹
氏
著
書
一
六
八
頁
。

(
1
9
)
 
前
掲
注
(
1
7
)
孟
繁
樹
氏
の
見
解
に
よ
る
。
王
錦
埼
・
陸
小
秋
雨
氏
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「
漸
江
齪
弾
腔
系
源
流
初
探
」
(
『
中
華
戯
曲
』
第
四
輯
、
一
九
八
七
)

 
 
も
同
様
の
見
解
を
採
る
。
尚
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し

 
 
て
未
だ
定
読
を
見
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
張
庚
・
郭
漢
城
細
管
『
中
國
戯

 
 
曲
通
史
』
第
四
編
「
清
代
地
方
戯
」
(
中
島
戯
劇
出
版
杜
、
一
九
八
一
、

 
 
一
二
二
頁
)
は
、
『
綴
白
装
』
に
お
け
る
榔
髄
腔
と
は
二
部
の
総
構
で

 
 
あ
る
と
し
、
寒
聲
氏
「
關
干
山
陵
榔
子
聲
腔
史
研
究
中
的
一
些
問
題
」

 
 
(
『
中
華
戯
曲
』
第
二
輯
、
一
九
八
六
)
は
「
山
塞
榔
子
」
と
「
曲
牌

 
 
髄
」
「
民
歌
小
曲
」
の
二
種
で
あ
る
と
す
る
。

(
2
0
)
(
2
1
)
 
前
掲
注
(
1
9
)
王
錦
碕
・
陸
小
秋
古
平
論
文
。

(
2
2
)
 
原
文
は
「
一
日
者
小
集
田
商
山
大
守
署
、
商
山
久
官
坦
懐
、
耳
熟
秦

 
 
聲
、
睡
余
共
欣
賞
之
。
余
以
苦
空
胸
僻
。
小
油
蝉
與
余
習
、
乗
間
請
日

 
 
『
君
固
識
曲
部
眞
者
、
乃
亦
復
爾
耶
』
。
秩
来
ﾈ
故
、
日
『
君
試
抑
志
暫

 
 
傾
聴
之
、
隠
事
而
後
、
傍
輩
爲
不
入
耳
、
鷹
某
等
量
未
晩
也
』
。
心
異

 
 
之
、
日
『
子
姑
出
所
長
以
試
』
。
比
登
看
場
、
甫
獲
聲
、
覧
小
異
、
再

 
 
聴
之
、
其
聲
清
而
揚
、
中
商
調
。
有
頃
換
羽
移
宮
、
穿
綜
咽
革
、
纏
肩

 
 
続
腫
、
攣
態
無
方
、
壷
一
日
夜
始
畢
其
技
」
。

(
2
3
)
 
原
文
は
「
余
憶
幼
時
随
先
子
観
村
劇
、
前
一
日
演
『
笠
珠
』
『
天

 
 
打
』
、
観
者
覗
之
漠
然
。
明
日
演
『
清
風
亭
』
、
其
始
無
不
切
歯
、
既
而

 
 
無
不
大
快
。
鏡
鼓
既
激
、
相
覗
粛
然
、
岡
有
戯
色
。
蹄
而
構
説
、
挾
旬

 
 
未
已
。
彼
謂
花
部
不
及
毘
腔
者
、
鄙
夫
之
見
也
」
。

(
2
4
)
 
原
文
は
「
梨
園
共
省
呉
音
。
花
部
者
、
其
曲
文
僅
質
、
共
構
爲
齪
弾

 
 
者
也
、
乃
余
濁
好
之
。
蓋
呉
音
繁
褥
、
其
曲
錐
極
譜
於
律
、
而
聴
者
使

 
 
未
観
本
文
、
無
不
＋
忙
然
、
不
知
所
謂
。
…
花
部
原
本
於
元
劇
、
其
事
多

 
 
忠
孝
節
義
、
足
以
動
人
。
其
詞
直
質
、
錐
婦
儒
亦
能
解
。
其
音
慷
慨
、

 
 
血
氣
爲
之
動
盤
。
郭
外
各
村
、
於
二
八
月
間
、
遍
相
演
唱
、
農
翌
漁

乾
隆
三
十
六
年
版
『
綴
白
装
』
七
編
、
八
編
の
上
梓
と
そ
の
改
訂
(
根
ヶ
山
)

 
 
父
、
聚
以
爲
漱
、
由
來
久
 
L
。

(
2
5
)
 
原
文
は
「
其
中
大
排
場
、
褒
忠
揚
孝
、
實
購
入
爲
善
同
憂
、
濟
世
之

 
 
良
剤
也
。
小
結
拷
榔
子
秩
腔
、
乃
一
味
挿
盲
打
諦
、
警
愚
之
木
鐸
也
」
。

(
2
6
)
 
原
文
は
「
余
因
披
是
編
而
閲
之
、
知
其
類
有
二
焉
。
一
則
叶
律
和

 
 
聲
、
倶
按
富
商
画
角
、
而
音
節
墨
差
。
一
則
抑
揚
娩
轄
、
佐
以
撃
竹
弾

 
 
綜
、
而
天
籟
自
然
。
主
軸
文
人
學
囲
者
有
之
、
宜
於
庸
夫
愚
婦
者
亦
有

 
 
之
、
是
誠
有
高
下
共
賞
之
妙
、
較
之
『
白
袈
』
五
葉
不
当
改
観
。
則
六

 
 
集
之
畢
、
勢
不
評
巳
」
。

(
2
7
)
 
原
文
は
「
若
夫
ざ
陽
榔
子
秩
撃
手
森
然
。
事
不
皆
其
有
徴
、
人
不
壷

 
 
屡
可
考
。
有
時
以
鄙
浬
之
俗
情
、
入
當
場
之
科
白
。
一
上
畿
饒
、
帥
堪

 
 
捧
腹
。
此
殆
煤
欄
兼
�
兜
葺
X
襟
捉
肘
、
正
爾
昏
昏
思
睡
、
勿
得
一
該
譜

 
 
虫
喰
白
人
、
常
語
賜
諒
解
薇
。
其
快
當
何
煤
絡
ﾆ
」
。

(
2
8
)
 
原
文
は
「
俗
傳
鏡
氏
『
半
白
嚢
』
外
集
有
秦
腔
。
…
其
論
亦
確
」
。

一
六


